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２０２５年度

純真学園大学大学院
保健医療学研究科

※今後の状況を鑑み、日程及び選抜方法等を変更する場合がございます。
　変更が生じた際は、速やかに周知いたします。
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アドミッションポリシー

　純真学園大学は「気品」「知性」「奉仕」という建学の精神に則り、『生命の尊厳を基盤とした豊かな人
間性を育み、保健・医療・福祉の分野において社会の要請に応え得る専門的知識・技術・態度を兼ね備
えた人材の育成』を目指して、特に地域医療に求められる多職種連携能力とその実践力を兼ね備えた
人材の育成を行っている。
　純真学園大学大学院では、上記の教育理念を踏まえながら、学校教育法が大学院の目的として「高
度の専門性が求められる職業についてそれを担うための深い学識と卓越した能力を培うこと」及び「学
術の理論及び応用を教授研究し、その深奥をきわめること」の2つを掲げていることを念頭に置いて、
保健医療福祉分野において看護師・保健師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士としての
専門性をさらに高め、他職種の理論や技術、視点を併せ持ち、多職種連携の場において高い実践力、リ
ーダーシップ力、管理力を身につけた高度専門職業人の養成を目指しており、専攻ないし各分野では
独自の受け入れ方針を示している。

【看護学専攻】
-看護学研究コース-
○ 専門分野の基礎知識を持ち、問題解決のために自律して行動できる人
○ 責任感あふれる次世代のリーダーとなるべき高度専門職業人を目指す人
○ グローバルな視野で物事を考え地域に貢献しようという意欲のある人

-診療看護師(NP)コース-
〇 看護師としての経験を基に新たな問題に対して積極的に取り組もうとする人
〇 チーム医療の要としての自覚と責任を有し、より良い医療を実現しようとする意欲に溢れた人
〇 地域における様々な医療に貢献するという視点で物事を考え行動しようとする人

【保健衛生学専攻】
-放射線技術学分野-
○ 現代医療が抱える保健・医療・福祉分野の問題解決に意欲のある人
○ 多職種連携の実践を通して、全人的医療に貢献したい人
○ 放射線技術学に関する高い専門性を身につけ、指導者・管理者を目指す人

-臨床検査学分野-
○ 現代医療が抱える保健・医療・福祉分野の問題解決に意欲のある人
○ 多職種連携の実践を通して、全人的医療に貢献したい人
○ 臨床検査に関する高い専門性を身につけ、指導者・管理者を目指す人

-臨床医工学分野-
○ 全人的医療をもとに多職種連携によるチーム医療の中で指導的立場を志す人
○ 医療機器の開発や教育に携わることを希望する人
○ 革新的医療技術の創出に関心のある人
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募集人員・出願資格
【募集人員】

【出願資格】
　本学大学院の出願資格は、次の①～⑨のいずれかに該当し、看護師、診療放射線技師、臨床検査
技師、臨床工学技士のいずれかの免許を取得している者及び取得見込みの者とする。上記のいずれか
の免許を取得見込みの者にあっては、２０２５年３月３１日までに看護師、診療放射線技師、臨床検査
技師、臨床工学技士のいずれかの国家試験に合格しなかったときは、出願を取り消すものとする。

＜出願条件＞
①学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者、及び２０２５年３月３１日までに卒
　業見込みの者
②学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者、及び２０２５年３月３１日までに授与さ
　れる見込みの者
③外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者、及び２０２５年３月３１日までに修了する見込みの者
④外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外国の学校教育における
　１６年の課程を修了した者、及び２０２５年３月３１日までに修了する見込みの者
⑤我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了したとされる
　ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が
　別に指定するものの当該課程を修了した者、及び２０２５年３月３１日までに修了する見込みの者
⑥専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で
　文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、及び２０２５年３月３１日までに
　修了する見込みの者
⑦文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）
⑧学校教育法第１０２条第２項の規定により、本学大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があ
　ると認めた者
⑨本学大学院において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で２２歳に
　達した者、及び２０２５年４月１日までに２２歳に達する者

※上記⑨は、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等の卒業者(修了者)等を示します。
※以下の教育課程や研修等の受講を行っている者は、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められる場合が
　あります。

専　　　攻 分　　　野 募集人員

看 護 学 専 攻 １８名
看 護 の 基 盤 分 野
臨床実践看護分野
生活支援看護分野

高度実践看護分野

看 護 学 研 究 コ ー ス

診療看護師（ＮＰ）コース

６名保　健　衛　生　学　専　攻
放射線技術学分野
臨 床 検 査 学 分 野
臨 床 医 工 学 分 野

・免許取得
・学会・研究会等での研究発表
・研究論文の発表(筆頭者以外でも可) 
・一定期間の卒後継続教育の受講(院内研修・院外研修)
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出願資格審査
【出願資格審査】

(１) 出願資格審査該当者
　短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校等の卒業者（修了者）は、出願条件の⑨に該当します。この
場合は出願に先立ち、個別で出願資格審査が必要となります。以下①～③のいずれかに該当する場合は、出
願資格審査書類を提出してください。

① 看護学専攻看護学研究コース
　看護師の免許を取得している者で、3年以上の看護職としての経験がある者とする。

② 看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース
　看護師の免許を取得している者で、５年以上の看護職としての経験がある者とする。

③ 保健衛生学専攻
　診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士のいずれかの免許を取得している者で、3年以上の当
該資格の専門職としての経験がある者とする。

(２) 提出書類

「出願資格審査」の該当者は、次ページ受付期間に必要書類を提出してください。
必要書類の各様式は本学ホームページよりダウンロードすることができます。
URL　https://www.junshin-u.ac.jp/graduate_school/#ank02

　

ａ. 出願資格審査申請書 所定の用紙 

ｂ. 卒業(見込み)証明書 出身学校等の長が作成し、厳封したもの

ｃ. 成績証明書 
　  または調査書等 

ｄ. 国家試験等合格証明書

所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）ｆ. 業績一覧表 

出願希望専攻ないし分野に該当する国家資格免許証の写し
※取得見込者は、取得後写しを提出 

・看護学専攻看護学研究コース/保健衛生学専攻の場合
　　実務経験が３年以上あることを証明するもの
・看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コースの場合
　　実務経験が５年以上あることを証明するもの

出身学校等の長が作成し、厳封したもの 

ｅ. 職歴に関する証明書
 　 ※該当者のみ

当該資格者としての実務経験を有する者は、本学所定の在職期間証明書

ｇ. 戸籍抄本等
　  ※該当者のみ

改姓等により、提出書類と現在の氏名が異なる者は、提出書類が本人の
ものであることが確認できる書類を提出してください。
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ａ. 出願資格審査申請書 所定の用紙 

ｂ. 卒業(見込み)証明書 出身学校等の長が作成し、厳封したもの

ｃ. 成績証明書 
　  または調査書等 

ｄ. 国家試験等合格証明書

所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）ｆ. 業績一覧表 

出願希望専攻ないし分野に該当する国家資格免許証の写し
※取得見込者は、取得後写しを提出 

・看護学専攻看護学研究コース/保健衛生学専攻の場合
　　実務経験が３年以上あることを証明するもの
・看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コースの場合
　　実務経験が５年以上あることを証明するもの

出身学校等の長が作成し、厳封したもの 

ｅ. 職歴に関する証明書
 　 ※該当者のみ

当該資格者としての実務経験を有する者は、本学所定の在職期間証明書

ｇ. 戸籍抄本等
　  ※該当者のみ

改姓等により、提出書類と現在の氏名が異なる者は、提出書類が本人の
ものであることが確認できる書類を提出してください。
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(３) 出願資格審査書類提出方法・受付期間および結果通知
　提出書類を市販の封筒に入れ、簡易書留で本学入試広報係宛(下記参照)に送付してください。
審査結果は、下記審査結果通知日に発送します。
　　※封筒表面の余白に「出願資格審査申請書在中」と明記してください。
　

○看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

○看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

審査結果通知日出願資格審査申請書受付期間

一　期

二　期

一　期

二　期

審査結果通知日出願資格審査申請書受付期間

　７月１６日（火）～　７月２６日（金）

１０月２８日（月）～１１月　７日（木）

　８月　９日（金）

１１月２２日（金）

　９月１７日（火）～　９月３０日（月）

１２月１６日（月）～１２月２６日（木）

１０月２１日（月）

　１月２７日（月）

事前相談

　出願書類を提出する前（出願資格審査が必要な場合は申請書を提出する前）に、指導教員
を決めておく必要があります。本学に連絡の上、希望の指導教員との事前相談を行ってくださ
い。

  連絡先：純真学園大学入試広報係 (〒815-8510　福岡市南区筑紫丘１－１－１)
  電話：0120-186-451(土日祝を除く平日9:00～17:30）
  E-mail：daigaku-info@junshin-u.ac.jp

【事前相談】（ＮＰコースは不要）

メール

※出願資格審査が必要な場合は、出願資格審査申請書を提出する前に事前相談を行ってください。

事前相談受付期間 ２０２４年７月１日(月)～２０２５年２月１４日(金)
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出願書類

ａ. 志願票 所定の用紙。 

ｂ. 卒業(見込み)証明書

※最終学歴以外に、出願する専攻に関連する学校を卒業している場合は、
　その成績証明書も提出すること 

最終学歴の学長等が作成し、厳封したもの
（２０２４年４月１日以降に発行されたもの） 

ｃ. 成績証明書  

※最終学歴以外に、出願する専攻に関連する学校を卒業している場合は、
　その卒業証明書も提出すること 

最終学歴の学長等が作成し、厳封したもの 
（２０２４年４月１日以降に発行されたもの） 

ｄ. 学位取得証明書または
　  卒業証書の写し 

出願資格②に該当する場合 
※授与される見込の者については、授与後速やかに提出すること 

ｅ. 国家試験等合格証明書 

※看護学専攻においては、保健師・助産師の両方またはいずれかの
　免許を有する場合、その写しも提出すること 

出願希望専攻に該当する国家資格免許証の写し
※取得見込者は、取得後写しを提出すること 

ｆ. 職歴に関する証明書
　 ※NPコースのみ

ｇ. 仮研究計画書 所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）

ｈ. 業績一覧表 

ｉ. 受験承諾書
　  ※該当者のみ 

所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）
※学会発表、学術論文、著書等がある場合、これまでの業績を記入し、業績を
　持たない場合は「なし」と記入すること

社会人の場合。所定の用紙
※在職者であり、入学後も在職する予定である場合のみ

※大学卒業見込みの者は、現指導教員による「大学院奨学生推薦書」の提出が必要

※上記書類のうち、本学所定の用紙は、本募集要項に添付されています。
また、必要書類の各様式は本学ホームページよりダウンロードすることができます。
URL　https://www.junshin-u.ac.jp/graduate_school/#ank02

※出願資格審査を受けた者で、上記書類のうちｂ.ｃ. ｅ.ｆ.ｈ.ｊ. を既に提出済みの場合は再度提出する必要は
　ありません。

【出願書類】
　本学所定の出願封筒( 志願票在中 )を使用し、下記の書類を同封してください。

ｊ. 戸籍抄本等
　  ※該当者のみ

ｋ. 大学院奨学金申請書
　  ※希望者のみ

改姓等により、提出書類と現在の氏名が異なる者は、提出書類が本人の
ものであることが確認できる書類を提出してください。

所定の様式

看護職としての実務経験が５年以上あることを証明する、本学所定の
在職期間証明書
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(３) 出願資格審査書類提出方法・受付期間および結果通知
　提出書類を市販の封筒に入れ、簡易書留で本学入試広報係宛(下記参照)に送付してください。
審査結果は、下記審査結果通知日に発送します。
　　※封筒表面の余白に「出願資格審査申請書在中」と明記してください。
　

○看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

○看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

審査結果通知日出願資格審査申請書受付期間

一　期

二　期

一　期

二　期

審査結果通知日出願資格審査申請書受付期間

　７月１６日（火）～　７月２６日（金）

１０月２８日（月）～１１月　７日（木）

　８月　９日（金）

１１月２２日（金）

　９月１７日（火）～　９月３０日（月）

１２月１６日（月）～１２月２６日（木）

１０月２１日（月）

　１月２７日（月）

事前相談

　出願書類を提出する前（出願資格審査が必要な場合は申請書を提出する前）に、指導教員
を決めておく必要があります。本学に連絡の上、希望の指導教員との事前相談を行ってくださ
い。

  連絡先：純真学園大学入試広報係 (〒815-8510　福岡市南区筑紫丘１－１－１)
  電話：0120-186-451(土日祝を除く平日9:00～17:30）
  E-mail：daigaku-info@junshin-u.ac.jp

【事前相談】（ＮＰコースは不要）

メール

※出願資格審査が必要な場合は、出願資格審査申請書を提出する前に事前相談を行ってください。

事前相談受付期間 ２０２４年７月１日(月)～２０２５年２月１４日(金)
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出願書類

ａ. 志願票 所定の用紙。 

ｂ. 卒業(見込み)証明書

※最終学歴以外に、出願する専攻に関連する学校を卒業している場合は、
　その成績証明書も提出すること 

最終学歴の学長等が作成し、厳封したもの
（２０２４年４月１日以降に発行されたもの） 

ｃ. 成績証明書  

※最終学歴以外に、出願する専攻に関連する学校を卒業している場合は、
　その卒業証明書も提出すること 

最終学歴の学長等が作成し、厳封したもの 
（２０２４年４月１日以降に発行されたもの） 

ｄ. 学位取得証明書または
　  卒業証書の写し 

出願資格②に該当する場合 
※授与される見込の者については、授与後速やかに提出すること 

ｅ. 国家試験等合格証明書 

※看護学専攻においては、保健師・助産師の両方またはいずれかの
　免許を有する場合、その写しも提出すること 

出願希望専攻に該当する国家資格免許証の写し
※取得見込者は、取得後写しを提出すること 

ｆ. 職歴に関する証明書
　 ※NPコースのみ

ｇ. 仮研究計画書 所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）

ｈ. 業績一覧表 

ｉ. 受験承諾書
　  ※該当者のみ 

所定の様式（ＨＰよりダウンロードし、入力後印刷したもの）
※学会発表、学術論文、著書等がある場合、これまでの業績を記入し、業績を
　持たない場合は「なし」と記入すること

社会人の場合。所定の用紙
※在職者であり、入学後も在職する予定である場合のみ

※大学卒業見込みの者は、現指導教員による「大学院奨学生推薦書」の提出が必要

※上記書類のうち、本学所定の用紙は、本募集要項に添付されています。
また、必要書類の各様式は本学ホームページよりダウンロードすることができます。
URL　https://www.junshin-u.ac.jp/graduate_school/#ank02

※出願資格審査を受けた者で、上記書類のうちｂ.ｃ. ｅ.ｆ.ｈ.ｊ. を既に提出済みの場合は再度提出する必要は
　ありません。

【出願書類】
　本学所定の出願封筒( 志願票在中 )を使用し、下記の書類を同封してください。

ｊ. 戸籍抄本等
　  ※該当者のみ

ｋ. 大学院奨学金申請書
　  ※希望者のみ

改姓等により、提出書類と現在の氏名が異なる者は、提出書類が本人の
ものであることが確認できる書類を提出してください。

所定の様式

看護職としての実務経験が５年以上あることを証明する、本学所定の
在職期間証明書
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入試日程・入学者選抜方法・入学検定料

【入学者選抜方法】
(１)看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

(２)看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

選 考 内 容 試 験 時 間

※英和辞書または医学用語に関する英和辞書（１冊）の持ち込みを可とする。ただし、電子式の辞書は持ち込み不可。

【入試日程】

※第一次募集で定員が充たされた場合は、第二次募集を行わないことがあります。
※合否については、本学ホームページ入試結果照会サイトにて確認できます。
※合格者は入学手続締切日（一次手続き：入学金、二次手続き：前期学納金・各種書類の提出）までに入学手続（振込み手続）を
　完了してください。期限までに手続完了の確認が出来ない場合、入学の意思のないものとみなし入学許可を取り消します。

(１)看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

(２)看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日※

１１月１日(金)～１１月１３日(水) １１月２４日(日) １２月５日(木)

　２月１７日(月)～２月２６日(水) ３月５日(水) ３月１４日(金)

１２月２０日(金)一次手続き

二次手続き　１月２４日(金)

３月２６日(水)

一期

二期
（一次手続き・二次手続き共通）

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日※

１１月２５日(月）～１２月６日(金) １２月１５日(日) １２月２３日(月)

　８月１９日(月）～８月３０日(金) ９月７日(土) ９月１９日(木)
一次手続き

二次手続き

１０月　４日(金)
１月２４日(金)

一次手続き

二次手続き

１月２４日(金)
３月１３日(木)

一期

二期

【入学検定料】

入学検定料 30,000円

英語　、小論文

面接を含む口頭試問

１０：００～１２：００

１３：００～

※

選 考 内 容 試 験 時 間

小論文

面接を含む口頭試問

１０：００～１２：００

１３：００～

筆記試験

口述試験

筆記試験

口述試験
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学生納入金･奨学生・減免制度
【学生納入金】

【奨学生・減免制度】

付記

(１)看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

(２)看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

（１）大学院奨学生制度
　奨学金給付希望者を対象に、選抜試験で選ばれた優秀者若干名に対して、年間納入金相当額の全額を
修学期間内（長期履修の場合は3年）で給付します。
　※希望者は、出願時に必要書類を提出してください。

（２）減免制度
　純真学園大学の卒業生が本大学院に入学した場合、入学金全額（200,000円）および施設設備維持費
の一部（50,000円を2年間）を免除します。
　※上記の制度は本学独自のものであり、他の奨学金を兼ねることができます。

細胞検査士、医学物理士、認定看護管理者、画像処理エンジニア検定（ベーシック）、G検定（ディープラー
ニング；AI）、研究者・技術倫理（Eラーニング受講 APRIN；公正研究推進協会よりの修了証明書）、日本医
学英語検定などの資格取得のためのサポートプログラムがあります。ご希望の際はお申し出ください。
　免許を生かしたアルバイトの紹介もあります。ご相談ください。
　　　アルバイトの一例：労働衛生研究所での診療放射線技師、臨床検査技師など
ＮＰコースの場合、以下の資格が取得できます。

• 日本ＮＰ教育大学院協議会　NP資格認定試験　受験資格
　　　（日本NP教育大学院協議会へ課程認定の申請予定）

• 特定行為研修修了証
　　保助看法第37条の2第２項第１号に規定する特定行為19区分35行為
　　　＊ろう孔管理関連（1区分2行為)は申請中

※授業料および施設設備維持費は半期ずつの納入になります。
　（長期履修の場合、2年分の授業料および施設設備維持費を3年間で納入します）
※上記以外に、教科書代、保険料等が必要になります。
※細胞検査士の取得を希望する場合、受託実習料として約７万円程度が必要です。

○

○

※授業料および施設設備維持費は半期ずつの納入になります。
※上記以外に、教科書代、保険料等が必要になります。
※実習施設によっては、別途、交通費及び宿泊費がかかります。

入学金 授業料(年額） 施設設備維持費(年額） 初年度納入金額（合計）

入学金 授業料(年額） 施設設備維持費(年額） 実習費(年額） 納入金額（合計）

200，000円

200，000円 200，000円

200，000円 200，000円

800，000円 200，000円 1，200，000円

1，000，000円

1，000，000円

1，400，000円

1，400，000円

１
年
次
　
２
年
次
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入試日程・入学者選抜方法・入学検定料

【入学者選抜方法】
(１)看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

(２)看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

選 考 内 容 試 験 時 間

※英和辞書または医学用語に関する英和辞書（１冊）の持ち込みを可とする。ただし、電子式の辞書は持ち込み不可。

【入試日程】

※第一次募集で定員が充たされた場合は、第二次募集を行わないことがあります。
※合否については、本学ホームページ入試結果照会サイトにて確認できます。
※合格者は入学手続締切日（一次手続き：入学金、二次手続き：前期学納金・各種書類の提出）までに入学手続（振込み手続）を
　完了してください。期限までに手続完了の確認が出来ない場合、入学の意思のないものとみなし入学許可を取り消します。

(１)看護学専攻看護学研究コース・保健衛生学専攻

(２)看護学専攻診療看護師（ＮＰ）コース

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日※

１１月１日(金)～１１月１３日(水) １１月２４日(日) １２月５日(木)

　２月１７日(月)～２月２６日(水) ３月５日(水) ３月１４日(金)

１２月２０日(金)一次手続き

二次手続き　１月２４日(金)

３月２６日(水)

一期

二期
（一次手続き・二次手続き共通）

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続締切日※

１１月２５日(月）～１２月６日(金) １２月１５日(日) １２月２３日(月)

　８月１９日(月）～８月３０日(金) ９月７日(土) ９月１９日(木)
一次手続き

二次手続き

１０月　４日(金)
１月２４日(金)

一次手続き

二次手続き

１月２４日(金)
３月１３日(木)

一期

二期

【入学検定料】

入学検定料 30,000円
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学生納入金･奨学生・減免制度
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１
年
次
　
２
年
次
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(１) 対象者
　①職業を有している方
　②育児・介護等により標準の修業年限で修了することが困難な方

(２) 修業年数　３年

(３) 納入金
　標準修業年限（２年）の授業料および施設設備維持費の総額を長期履修許可年限（３年）で除した
額を１年間の学費とします。

(４) 申請方法
　入学手続き時に以下に従って申請を行ってください。
　①申請様式は、入学手続き関係書類に同封いたします。
　②「長期履修許可申請書」に必要事項を記入し、「長期履修が必要である理由」欄に具体的な理由を明記
　　してください。
　③「長期履修許可申請書」は入学手続き時に提出してください。

(５) その他
　長期履修を申請、許可を受けた場合でも、入学後１回に限り、履修期間を短縮することが可能です。

社会人のための学びやすい制度
【長期履修制度】（ＮＰコースを除く）

　長期履修とは、社会人等に配慮し、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程
を履修し課程を修了することです。

【一般教育訓練給付制度】
　本大学院は厚生労働省の一般教育訓練給付制度の指定を受けています。この制度は、働く方々の主
体的な能力開発やキャリア形成を支援するものです。雇用保険被保険者を対象に一定の条件を満たす
場合、受講費用の一部（上限10万円）が支給されます。

【夜間開講とハイブリッド型（対面・遠隔）授業】
　働きながら無理なく大学院で学べるよう、純真学園大学では昼間の開講は土曜日のみとし、平日の授
業は夜間に開講しています。また授業は原則対面ですが、遠隔授業を併用したハイブリッド授業が可能
です。オンラインでの参加を希望する場合は事前にご連絡ください。
※ＮＰコースの場合は、授業は原則九州医療センター敷地内にて対面ですが、科目により遠隔授業を行います。

看護学専攻看護学研究コース／保健衛生学専攻 看護学専攻診療看護師（NP）コース

純真学園大学
（福岡市南区筑紫丘1-１-1）

国立病院機構九州医療センター敷地内
（福岡市中央区地行浜1-8-1）

Googleマップ

※本記載は令和6年4月1日のものです。新設コース等について、教育訓練の種類が変更となる可能性がありますので、詳しくはお問合せください。
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注意事項・試験会場

【試験会場】
純真学園大学
〒815-8510　福岡市南区筑紫丘１－１－１

純真学園大学 ■西鉄大橋駅西口から
　徒歩約8分

■JR博多駅からバスを利用（所要時間約25分）
  「博多駅前A」から【47番】または【48番】または【60番】で
  「西鉄大橋駅」下車

■JR博多駅から地下鉄・電車を利用（所要時間約20分）
　福岡市営地下鉄「博多駅」から「天神駅」下車
　西鉄天神大牟田線に乗り換え

■天神から電車を利用（所要時間約7分）
　西鉄天神大牟田線「福岡（天神）駅」から「西鉄大橋駅」下車

■自動車を利用
　九州自動車道「太宰府インターチェンジ」から福岡都市高速へ、
　福岡都市高速「野多目ランプ」から約10分

Googleマップ

マックスバリュー

【注意事項】
（１）出願手続き上の注意

・出願書類は出願期間内必着とします。また、窓口持参の場合は平日に限り9：00～17:00まで
受け付けます。
・受理した提出書類および入学検定料は、返還できませんのでご了承ください。

（２）入学手続き
・合格者には、合格通知書、入学手続き書類を郵送します。入学手続きはＰ．６の入試日程に記
載している「入学手続締切日」までに、入学時納入金(入学金と前期納入金)の納入と入学手続き
書類の提出により完了となります。

（３）入学辞退
・一 度 納 入された納 入 金 は 原 則として返 還できません 。ただし、２ ０ ２ ５ 年 ３ 月２ ６日(水)
17:00までに入学辞退の手続きを行った者に限り、入学金を除いた入学時納入金を返還します。

（４）個人情報の取り扱い
・出願、入試に関して取得した個人情報は、「学校法人純真学園個人情報保護規則」に基づき、
  入試に関する業務のみに使用し第三者には提供しません。
・入試合否結果に関する個人情報について以下のように対応します。
　①本学ホームページ入試結果照会サイトにて確認できます。
　②原則として、電話および電子メール等でのお問い合わせには応じません。
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